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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
ろうどく した しょうく に おいて、 ぜんのう の しゅ (swt) は つげて おられ ます。 「しんじる もの たち よ。 あなた がた は    
いちず に へいあん に はいり なさい。 あくま の あしどり を たどって は ならない。 ほんとう に かれ は、 あなたがた に    
とり こうぜん の てき。」1 
また、 ハディース に よると、 よげんしゃ (saw) は れいはい を おえる さい に、 ぜんのう の アッラー に つぎ の ように いのって  
いました。 「アッラー よ、 あなた は アッ＝サラーム で あり、 あらゆる へいあん で あられ ます。 いげん と えいよ の       
しょゆうしゃ たる おかた に しゅくふく あれ。」2 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
ムスリム は けっして よくあつ を ゆるし ません。 けっして よくあつしゃ を しじ しません。 こんなん や くるしみ に たいし、 どんかん で 
あり つづけ たり しません。 つみなき ひとびと に むけられる じゅうだん や、 よくあつ されて いる ひとびと に とうか される ばくだん 
を よし と する もの たち の ため に、 なに ひとつ さしだす こと は ありません。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
この よ を ひ の うみ に しよう と する シオニスト の よくあつしゃ たち は、 さいしょ は ガザ で、 そして いま は きょうせいてき に 
いじゅう させた ラファ で、 つみなき パレスチナ じん、 あかんぼう、 じょせいたち に ばくだん の あめ を ふらせて います。 「へいわ と 
はんえい」 を いみ する ラファ の しがい では、 よくあつ の ほのお に よって じんけん が やき つくされよう と して います。      
あかんぼう も こども も はは の ぬくもり を えられず、 また はは も わがこ の ぬくもり を えられず に じゅんきょう して ゆきます。 
せかいじゅう の め の まえ で、 たん に ガザ や ラファ の しがい や とち では なく、 にんげん の そんげん が しんがい されて いる 
の です。 せいめい、 ざいさん、 めいよ の ふかしんせい が ふみにじられて いる の です。 よくあつ されて いる ひとびと に たいする 
じんどうしえん さえ も が そし されて います。 しかし だんあつ は ガザ と ラファ だけ では なく、 ざんねん ながら せかい の おおく 
の ちいき、 とりわけ ひがしトルキスタン でも つづいて います。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
「わたしたち は せかい に へいわ と みんしゅしゅぎ を もたらす」 と、 きべん を もちいて イスラーム の ち に し を まきちらす    
さつじんしゃたち と その ようごしゃたち は、 ムハンマド (saw) の ウンマ の ちんもく に よって ちから を えて います。 ウンマ が  
ぶんれつ して いる せい で、 よくあつしゃ の むぼうさ が ひ に ひ に まして いる こと が ざんねん で なり ません。 わたしたち の 
せかい は いま、 これまで に なく へいわ と ちゅうよう と を ひつよう と して います。 この もくひょう を たっせい する ため の みち 
は、 ムスリム の だんけつ と、 たがい に たいする どうほうあい の きずな を ふかめる こと に あります。 
しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 
この こんなん と げきどう の じだい に、 わたしたち の ぎむ と せきにん を ねばり づよく はたし ましょう。 
قوُاۖ   تفَرََّ وَلاَ  جَم۪یعاً   ِ ّٰ� بِحَبْلِ    そして アッラー の きずな に、 みな そろって しっかり と すがり なさい。 はなればなれ に」    وَاعْتصَِمُوا 
なって は ならない」3  と いう アッラー の めいれい を まもり ましょう。 よくあつ に たいして こころ を ひとつ に し、 こえ を ひとつ 
に しましょう。 あれくるう さつじんしゃ の なかまたち に かえ し て、 あいじょう と どうほうあい を たもち つづけ ましょう。 きょうだい、 
しまいたち を、 ぶっしつてき にも せいしんてき にも しえん しつづけ ましょう。 アッラー (swt) は かならず おんみずから の ひかり を 
かんせい され、 ちじょう に へいわ が いきわたる だろう こと を わすれない ように しましょう。 
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